
『世界遺産検定公式テキスト ①』 訂正点 

 
 
● P.9 「2. 世界遺産の歩み」本文 10 行目 
 （誤） 「自然遺産登録の強化」 → （正） 削除 
 
● P.13 「4. 世界遺産登録の流れと登録基準」本文 9 行目 
 （誤） 完全性（integlity） → （正） 完全性（integrity） 
 
● P.14 「4. 世界遺産登録の流れと登録基準」本文 3 行目 
 （誤） トランシジョン・エリア → （正） トランジション・エリア 
 
● P.25 「白川郷・五箇山の合掌造り集落」本文 11 行目 
 （誤） 塩硝 → （正） 塩硝の生産 
 
● P.28 「古都奈良の文化財」東大寺の解説文 1 行目 

(誤)   金
こん

鐘
しゅ

寺 → （正） 金
こん

鐘
しょう

山寺
さ ん じ

 
 
● P.34 「知床」本文 7 行目 
 （誤） 海棲哺乳類 → （正） 海生哺乳類 
 
● P.34 「知床」本文 13 行目 
 （誤） 半島の東西を貫く → （正） 半島を貫く 
 
● P.35 「石見銀山遺跡とその文化的景観」本文 21 行目 
 （誤） 湯泉津 → （正） 温泉津 
 
● P.47 「万里の長城」本文 5 行目 
 （誤） 1 万 2,000km → （正） 8,900km 
 
● P.49 「北京と瀋陽の故宮」本文 1 行目 
 （誤） 科挙の最終試験「殿試」なども行われていたという。 

 ↓ 
 （正） 後に保和殿で行われる科挙の最終試験「殿試」なども行われていた。 
 
● P.53 「水原の華城」冒頭の遺産名および本文 1 行目 
 （誤） 水源 → （正） 水原 
 



● P.87 「フエの歴史的建造物群」本文 15 行目 
 （誤） 大和殿 → （正） 太和殿 
 
● P.101 「敦煌の莫高窟」本文 17 行目 
 （誤） 雲南石窟 → （正） 雲岡石窟 
 
● P.151 「アッコの旧市街」本文 7 行目 
 （誤） マルムーク朝 → （正） マムルーク朝 
 
● P.185 「ハ・ロン湾」本文 12 行目 
 （誤） 世界で唯一の営巣地 → （正） 世界でも数少ない生息地 
 
● P.198 「アフリカ」モロッコ王国の遺産⑥ 
 （誤） ⑥ マラケシの旧市街 → （正） ⑥ マラケシュの旧市街 
 
● P.205 「ヌビアの遺跡群」ヌビア遺跡群救済プロジェクト説明文 11 行目 
 （誤） 1963 年 → （正） 1964 年 
 
● P.206 「メンフィスのピラミッド地帯」本文 21 行目 
 （誤） 230m → （正） 150m 
 
● P.224 「マラケシュの旧市街」本文 7 行目 
 （誤） 太平洋沿岸 → （正） 大西洋沿岸 
 
● P.229 「テトゥアンの旧市街」本文 2 行目 
 （誤） グラナダ半島 → （正） イベリア半島 
 
● P.236 「カイロの歴史地区」本文 2 行目 
 （誤） マルムーク朝 → （正） マムルーク朝 
 
● P.245 「城塞歴史都市ハラール・ジュゴル」本文 2 行目 
 （誤） イスラム第 4 の聖地 → （正） イスラムの聖地 
 
● P.258 「聖都カイラワーン」タイトル 
 （誤） イスラム第 4 の聖都 → （正） イスラムの聖都 
 
 
● P.258 「聖都カイラワーン」本文 2 行目 
 （誤） エルサレムに次ぐ第 4 のイスラムの  

↓ 



 （正） エルサレムに次ぐイスラムの 
● P.278 「アイールとテネレの自然保護区」本文 6 行目、7 行目 
 （誤） テレネ → （正） テネレ 
 
● P.284 「サロンガ国立公園」地図中の遺産所在地を修正します。地図で指

し示している場所よりも南西、コンゴ民主共和国のほぼ中央です。 
 
● P.290 「ジャー動物保護区」本文 8 行目 
 （誤） ピグミー族 → （正） バカ族（ピグミー） 
 
● P.292 「マラウィ湖国立公園」本文 2 行目 
 （誤） アフリカ唯一の湖沼国立公園で、 

↓ 
 （正） トゥルカナ湖国立公園群と並ぶ大きな湖沼国立公園で、 
 
● P.294 「メ渓谷自然保護区」本文 3 行目 
 （誤） 植物はどれも大きく成長するため「巨人の谷」を意味する名がつけ

られている。  
↓ 

 （正） 植物はどれも大きく成長する。最初のオーナーがこの谷を入手した

のが 5 月だったため、フランス語で「5 月の渓谷」を意味する「メ渓

谷」と呼ばれている。 
 
● P.298 索引「こ」の部分、「古都ルアン・パバン」と「ゴブスタン・ロック・

アートの文化的景観」の間に、「コナーラクのスーリヤ寺院……112」
を入れる。 

 
 
 


